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1.は じめに

日本でお茶といえば緑茶が主流であり,南
は沖縄県から北は宮城県までの各地で盛んに

栽培されている。その中で狭山茶は,農林水

産省による平成25年度産の荒茶の作況調査

結果において生産量は全国第14位の順位で

あるが,全国的にも知られている埼玉県を代
表するブランド農産物である。2011年 3月 に

起こった福島原発事故の影響を受け,放射性
セシウムの暫定規制値である100 Bq/kgを超

える放射線量が厚労省,県,農協などによる

製茶の検査で検出されたため,一時的な出荷

自粛を余儀なくされた。この結果が消費者の

買い控えにつながり,暫定規制値未満の銘柄
であっても不安を感じる消費者が多くいたた

め,風評被害となった。現在もなお狭山茶
の販売ブランドカの低下が懸念されている。

そこで本稿では,大学と地域の連携事業に関

する活動の一環として行っている狭山茶ブラ

ンドに対する認知度向上に向けた取り組みに

ついて紹介する。

2.狭山茶の歴史と特徴

狭山茶は鎌倉時代に京都の高僧,明恵上人
が武蔵河越に茶をオ直栽したことに始まるとさ

れ,河越は大和,伊賀,伊勢,駿河とともに

茶の五場として知られていたようである1)。

江戸時代後期には,宇治の蒸し製煎茶の製法
が伝わり,量産した茶を江戸へと出荷できる
ようになると,その品質とともに名を高めて
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いつた。明治8年に有力茶業者によって「狭

山会社」が設立され,外国へ輸出する際の製
茶の統一ブランドとして河越茶に代わって

「狭山茶」が使用されるようになった。

このように長い歴史を持つ狭山茶は,「色は

静岡,香 りは宇治よ,味は狭山でとどめさす」
と唄われているように,宇治茶,静岡茶ととも

に「日本三大茶」として,その品質を称される

までになっている。一方でその生産量は,緑
茶生産の経済的北限となっている入間市,所
沢市,狭山市を中心とした狭山丘陵地域が主

産地であるため,摘採が年に2回 しかできず少

ない。また,大消費地のなかに産地があるた

め製造直売型が多く,茶園の耕地面積の拡大
も都市化のために難しい状況にある。さらに東

日本大震災から時を経るにつれて,風評被害
は減少するものと思われるが,その完全な払

拭までには時間がかかるものと想定される。

3.狭山茶の知名度および体験学習に対す
るアンケー ト調査

狭山茶のブランドを高める方策としてどの

ような取り組みが有効なのかを探るため,東
京家政大学2年生83名 を対象にアンケート調

査を行った。まず,狭山茶のブランドに関す
る知名度の調査結果を以下に示す。

①おいしいお茶として知られていることについて
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…全体 470% 530%
埼玉県の出身者 75,0% 250%

埼玉県外
居住経験あり 00% 100.0%
居住経験なし 300% 70.0%
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②三大茶として知られていることについて
機蹟鼈こが ある| 1醍諄V懲こと13/gtt

全体 217% 78.3%
埼玉県の出身者 306% 694%

埼玉県外
居住経験あり 14.3% 85,7%
居住経験なし 15.0% 850%

この結果から,狭山茶が「おいしいお茶」と
いう知名度は全体では47.0%と 半数には及ば

ないものの,埼玉県出身者に限っては75.0%
が知っているという数字を示した。一方,「三

大茶」という知名度は,埼玉県出身者におい

ても30.6%で ,全体では21.7%と いう数字
となっている。以上より,狭山茶の商品価値
を高める方策としては,ある程度一般化して
いる「おいしいお茶」という知名度に,歴史的
な裏付けを持つ「三大茶」というブランドを加

えて,その知名度をさらに高めることが有効
と考えられる。その方策として, まずは埼玉

県出身者の狭山茶への知名度をさらに高めて

いくことが考えられる。その具体的な方策の

一つとして,地産地消という狭山茶の特色を
生かした体験活動などが挙げられる。

お茶に関する体験活動としてはどのような

体験活動が受け入れやすいのかを調べるた

め,7つの体験活動を例示 し,その関心度に
ついて調査した結果を以下に示す。

この調査結果を関心の高い体験活動 (ある,

まああると回答した体験活動)の順にならべ

ると,和菓子 (89.2%)→お茶作 り(86.8%)

①お茶摘み

ある 398%
まあある 44.6%
あまりない 72%
ない 8_4%

②お茶作り

ある 49.5%
まあある 373%
あまりない 60%
ない 72%

④お茶請け(漬け物)

→お茶摘み (84.4%)→茶道体験 (78.4%)→

お茶の入れ方 (77.1%)→郷土料理 (76.0%)
→漬け物作 り (68。 6%)と なった。その結果

からは,お茶作 りとお茶摘みといったお茶に

関する体験活動に80%以上の学生が関心を

持っていていることが明らかになった。また,

その体験活動に付随するお茶請け作 りの体験

活動としては,和菓子作 りへの関心が最も高
いことが明らかになった。このことから,体
験活動としては産地地域と連携 しながらお茶

摘みとお茶作 りを体験 し,そのお茶を飲みな
がら自分たちでつ くった和菓子を味わうと

いった体験活動が有効であると考えられる。

4`環境学習プログラムの開発に向けて

幼少時に豊かな体験をしておくことが,そ
の後の希望する学校への進学率や年収まで好

影響を与える2)な ど,体験活動が文科省の提
唱する「生 きる力」の向上に役立つことが明

らかにされてきた。そして,親の「生きる力」
が子の「生 きる力」に関与する3)こ とも明ら

かにされつつある。従って,子 どもと親の
双方に対 して,環境学習プログラムを提供 し
てい くことは,子 どもと親の「生 きる力」の

向上にとって重要な方策の一つと言える。そ

こで,狭山茶ブランドに対する認知度の向上
を導 く一助 として,前述のアンケー ト調査
の結果を基に,狭山において「親子」向けに

⑤お茶請け(郷土料理)  ⑥お茶講け(和菓子)
ある 42.3%
まあある 33.7%
あまりない 12.0%

ない 8.4%
未記入 3.6%

⑦お寺などでの茶道体験

⑥お茶講け(和菓子)

ある 639%
まあある 253%
あまりない Z2%
ない 36%

ある 470%
まあある 314%
あまりない 120%
ない 96%

③お茶の入れ方

ある 41.0%

まあある 361%
あまりない 13.3%

ない 9.6%

ある 397%
まあある 28.9%
あまりない 14.5%

ない 13.30/。

未記入 3.6%
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茶摘みや茶作 りの体験学習を開催することは

有効であると考えられる。これまで狭山での

茶摘みをプログラム化 した報告
4)はぁるもの

の,自 治体の助成により無料で参加できるこ

とが申込の大きな理由の一つとなっていると

考えられることから,都内から参加者を有償
で募ることを想定した場合,運営に関する観

点のニーズ調査がまず必要不可欠となる。そ

こで平成 25年度に東京都某区で実施 された

環境学習講座群を受講 した未就学児または

小学生を持つ 33の家庭を対象に,お茶に関

するイベントの設定および内容についてアン

ケート調査を実施した。その結果,①最も興

味ある内容は「茶つみの体験」であり次いで

「製茶の体験」「自分が作ったお茶を飲む体験」

であること,②小学生家庭では最も希望する

時間帯は「日曜の午前中120分」であり「参加

費については500門 ～ 1000円」を希望するこ

と,③未就学児家庭では最も希望する時間帯

は「日曜の午前中90分」であり「参加費につ

いては無料」を希望すること,な どが明らか

になつた。これらの結果を基にプログラムの

策定を行っているが,この中に狭山茶の特性

を紹介する内容を盛 り込むことで認知度向

上に対してより効果的になると考えられる。

以下に,狭山茶の特性について調査した結果

を報告する。

5.化学成分分析に関する調査

各種銘柄茶がさまざまな地域で盛んに生産

されており,他地域との差別化を図る目的で

のブランド化も進んでいる。そこで,狭山茶
が示す特徴的な性質を探るため,緑茶成分に

関する分析報告を調査した。

各産地で収穫された茶葉に含まれる化学成

分は,その土地の土壌および施肥の仕方によ

り大きく影響されると考えられる。桑野ら

86

は市販緑茶の地域特性を明らかにするため,

静岡,宇治,狭山の3地域のブランド茶 と浸

出液の化学成分 (遊離アミノ酸,カ フェイン,

タンニン)含有量の関連を調べた結果,低級

茶,中級茶,高級茶とも,こ れら3成分の合

計量については宇治茶が少なく,狭山茶が多
い結果を報告 している

5)。 それらの合有率の

内訳では,狭山茶は遊離アミノ酸量が少なく
てタンニンが多 く,遊離アミノ酸に対するカ

フェイン量も相対的に多 く含まれていたこと

から,狭山茶は濃厚で苦く,渋いという特徴

を示すということを述べている。一方,静

岡茶は平均的なものであり,宇治茶は薄く
あっさりとしていると評価している。狭山

茶は他の産地よりも寒い気候の中で作られて

いるため,葉が厚くなり味が濃厚になると考

えられている。

三大茶の中でも狭山茶に多く含まれている

タンニンの主体はカテキン類であり,こ れら

は緑茶がもたらす抗肥満作用,抗腫瘍作用,
抗菌・抗ウィルス作用などの優れた生理活性

に関与する中心的な成分である。従つて, 日

本茶の中における狭山茶の薬理的な飲料とし

ての価値は高いと考えられる。また,茶葉ペー

ス トではカテキン類の含有率に変化を生じ

ることが示された。ペーストとは生茶葉から

色素成分を抽出した後の残湾のことである。

表1に狭山産の製茶およびペーストから熱湯

浸出させた液中のカテキン類の含有量につい

て,LC/MS測定により定量分析 した結果を
示す。緑茶に含まれる主要な4種類のカテキ

ン((― )― エピガロカテキンガレート(EGCG),

(― )一エピカテキンガレー ト(ECG),(― )―
ェピガロヵテキン(EGC),(― )― エピカテキ

ン(EC))の うち,高い抗酸化活性を示すガ
レー ト型カテキン6)(ECG+EGCG)の 総カ
テキンに対する含有率は,ペーストでは製茶
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騨 栞

`ヽ

■スト

EC
202,7 168
15% 9%

EGC
711.3 489
52% 25%

ECG
611 19.4

4% 10%

EGCG
384.3 109、 9
28% 56%

ECGttEGCG
445.4 1293
32% 66%

総カテキン
★★ 13594 1950

表 1 熱湯浸出液中のカテキン類の合有量十 (mg/100 mL)

試料5gを 90℃の蒸留水 100mLに 30分間浸出させた。
・)下段は総カテキンに対する含有率
★・)総カテキン=EC+EGC+ECG+EGCG

と比較 して2倍高い値を示 した。ペース ト加

工処理の工程で行われる緑茶葉混合液の加圧

加熱処理による熱変性に起因するものと思わ

れる。ガレー ト型カテキンが示す高い抗酸化

活性は,緑茶が示す生理活性に深 く関与 して
いると考えられるため,総カテキン量は少な

くなつているものの,ベース トを有効活用 し
た商品開発も興味深い。

6.後発酵茶 としての活用に向けて

お茶は茶葉の中に存在 している酸化酵素な

どの働 きによる発酵程度の違いにより緑茶 ,

紅茶,鳥龍茶などになる。この製造工程のい

ずれかの段階で微生物を関与させて発酵 さ

せたものが後発酵茶と呼ばれるお茶である。

後発酵茶は好気性菌や嫌気性菌が増殖し,茶
葉成分と相互作用を繰 り返すことで,独特な

風味を作 り出す。微生物の代謝産物 も加わ

るため,茶葉中の成分は非常に複雑であ り,
いまだそれら成分については十分に解明され

ていない。代表的な後発酵茶 として,中 国
のプーアル茶や富山県の黒茶,徳島県の阿波
番茶,高知県の碁石茶や石鎚黒茶などが知ら
れている。               ″

温故知新プロジェクトでは後発酵茶として

月刊フー ドケミカル 2015-10

の狭山産茶葉の活用を目指し,ま ずは市販さ

れている後発酵茶であるプーアル茶から菌を

単離,回収 して同定し微生物発酵に必要な菌
を特定 した。 4種の市販プーアル茶葉から試

料ごとにそれぞれ 17株以上の真菌・細菌を

分離 し,そ れ らの 16Sま たは18S rRNA直
下に存在するITS領域 をダイレク トシーケ

ンス法により配列決定を行った結果,全ての

後発酵茶か ら五ψιη′Jλ%S属 菌が見い出され

た。顕微鏡下による判別試験ではA″箸′ιJπS

鶴多″である可能性が高 く,A″箸′ιJ%s属菌
が後発酵茶の製造過程で優先的に発酵に用

いられている可能性を示唆 している。現在 ,

狭山産茶葉を使用 しての実験を進めている。

7.おわりに

これまでの結果では,三大茶の中でも高い

薬理効果がある点をアピールする親子向けの

茶摘み体験型環境学習プログラムにする内容

とし,そ こに現在進行中の結果も加えたプロ

グラムを作ることにより,狭山茶ブランドの

認知度の向上に向けた一助になるものと考え

ている。
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